
       

東京都住民基本台帳人口移動報告（令和４年） 

－ 結果のポイント － 

総務省統計局が公表した「住民基本台帳人口移動報告 2022 年（令和４年）結果」から東京都の日本人移動者につ

いて、移動状況のポイントをまとめました（以下１、２、３については日本人のみの移動者数であり、４について

は外国人を含む移動者数により表記しています。）。 

１ 移動者数 

 

 

・令和４年における東京都の日本人区市町村間移動者数は 1,164,160 人で、前年比 14,537 人（△1.2％）減少 

＜移動者数内訳＞  他道府県間: 764,629 人  都内間: 398,523 人  その他の移動者数: 1,008 人 

                                            （時系列表第１表） 

注）その他の移動者数は、移動前の住所地不詳の者の数 

   

２ 他道府県との移動状況 

 

    ・ 

他道府県との移動者数 764,629 人のうち、     

転入者数は 399,269 人、転出者数は 365,360 人 

 

・転入超過数（転入者数－転出者数）は 33,909 人 

 で前年の 10,815 人に比べて 23,094 人増加     
 

・隣接３県（埼玉・千葉・神奈川県）との間では 
前年に引き続き転出超過となり、転出超過数は 
24,175 人 

（統計表第４表、第 10 表、時系列表第１表、第６表、図１） 

注）転入超過数がプラスなら転入超過、マイナスなら 
転出超過 

 

３ 都内間移動の状況        

 

 

・都内間移動者数は398,523人              

＜内訳＞  区相互間：251,835 人 

区部と市町村部間：86,003 人 

      市町村相互間：60,685 人 

（統計表第 10 表、時系列表第８表、図２） 

 

４ 他道府県との年齢階級別移動状況 

 

 

・転入超過数の最も多い年齢階級は20～24歳の57,153人    

    ・転出超過数の最も多い年齢階級は 0～ 4歳の 9,002人 

（統計表第 11 表（外国人を含む）） 

 

図１ 他道府県との移動者数の推移（平成６年～令和４年） 

区市町村の境界を越えて移動した者の数は 1,164,160 人    前年比 1.2％減 

転入超過数は 33,909 人で前年と比べ増加 

図２ 隣接３県及び他道府県と都内間の移動状況（令和４年） 

＜図２について＞

注 1) □内の数値は、□内の地域の令和４年の転入超過数 
     転入超過数＝転入者数－転出者数 

（転入超過数が△（マイナス）は転出超過） 
注 2) 矢印の数値は始点側から終点側への令和４年の転出超過数 
注 3) 隣接３県、その他の道府県の数値は、総務省統計局「住民基本 

台帳人口移動報告（令和４年）」より引用 

区部と市町村部間では区部が 6,231 人の転出超過 

転入超過数の最も多い年齢階級は 20～24 歳 

注）総務省統計局では、各歳別転入者数及び転出者数について 
外国人を含む数値のみを提供 
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